





























































































































































































































































































































































































































































CASE C a （β3／β2）
A 1，083 0，797 0．3
B 0．6223 1．98 0．5
C 1，430 2．51 0．2
D 0．8211 1．42 0，375
4．むすび
　静止飽和液体中におかれた有限の下向き水平面から
の膜沸騰対流熱伝達をプロフィル法で解析し，伝画面
端部での蒸気膜の気液界面の傾斜角が蒸気膜厚さ分布
と対流熱伝達に及ぼす影響を検討して，傾斜角が90。
の場合に最小蒸気膜厚さと最大熱伝達係数が得られる
ことを明らかにした。また，傾斜角が90。の場合に，
速度と温度のプロフィル形状の違いが対流熱伝達に及
ぼす影響を明らかにし，速度と温度のプロフィルの四
種類の組み合わせに対して，対流熱伝達の簡便な近似
式を高い精度で作製した。
　本研究で得られた理論的検討の成果は，筆者らが現
在実施している実験結果やこれまでに得られた測定
値1）・2）を整理していく上で大変有用なものであるこ
とが期待される。
　最後に，本研究の数値計算に際して，本学卒業生の
本田雅秀氏〔現，日本電装（株）〕の援助を受けたこ
とを記して謝意を表する。
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